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1.適用範囲

　本仕様書は、電話及びＬＡＮ用設備に使用する逓減型ブランチケーブルについて適用する。

2.準拠規格及び関連規格

TIA/EIA-568 ツイスト・ペア配線コンポーネントの標準
JCS　第5402号 着色識別ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル
JIS G 3537 亜鉛めっき鋼より線
JIS C 3005 プラスチック絶縁電線試験方法

3.構造及び特性

【ブランチケーブル構造図】

3-1　ケーブル
　使用するケーブル（ケーブル単体）は、ＵＴＰ(Unshielded Twisted Pair：ｶﾃｺﾞﾘｰ5e)ケーブル及び
JCS 第5402号に準拠するFCPEVケーブル(Sﾅｼ）を使用するものとする。

【構造】
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3-2　分岐付ケーブル
【構造】

a)幹線ケーブルは、支持線中心に必要数（ﾕﾆｯﾄ数）のUTP及びFCPEVケーブルを、
　交互に配列し撚り合せ、ビニタイにてバインド処理した構造とする。
b)ケーブル単体の表面には、識別として分岐番号を連続的に表示する。
c)幹線ケーブルの引出側には、吊上ジグを取付けるものとする。
d)幹線ケーブル長は、吊上ジグから逆端末までの長さとする。
　但し、UTPケーブル長は単体で最大100ｍ以下とする。(それ以上は保証できません）
e)幹線ケーブルの片端又は両端には幹線番号を表示する。
f)幹線の構造図及び配列は、付図－１による。
a)分岐ケーブルは、所定の位置で結束帯により、バインド処理を行い、幹線ケーブル

　 　から必要なﾕﾆｯﾄ数を取り出すものとする。
b)UTP及びFCPEVｹｰﾌﾞﾙを合わせ適度な間隔でﾋﾞﾆﾙﾃｰﾌﾟ（黒）でとめる。
c)分岐ケーブル長は、取出位置から分岐ケーブル先端までの長さとする。
a)吊上ジグは、支持線に巻付ｸﾞﾘｯﾌﾟを取付けた構造とする。
b)吊上ジグの強度は、垂直部分の２倍の静止荷重に24時間耐える構造とする。
　（脱落防止のための恒久的な支持ジグではありません。布設後、24時間以内に
　　ケーブルの支持をして下さい。）
a)支持線は、5.5mm2の亜鉛めっき鋼より線にポリエチレン被覆を施した構造とする。
　
a)ケーブルの先端には、必要に応じコネクタを取付けるものとする。
b)コネクタの種類は、原則として、ﾓｼﾞｭﾗﾌﾟﾗｸﾞ、ﾓｼﾞｭﾗｼﾞｬｯｸ及び電話用2Pコネクタ
　とする。

【特性】
UTPｹｰﾌﾞﾙ 分岐付ケーブル（加工後）は、カテゴリ５の特性を満足するものとする。

外観 有害な傷がないこと
ワイヤマップ 導通があること

ｺﾈｸﾀ取付時
　線番に間違いがないこと
　短絡していないこと

ｹｰﾌﾞﾙ長さ 100ｍを越えないこと
特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 100±15Ω
減衰 表－１による
近端漏話損失 表－１による

FCPEVｹｰﾌﾞﾙ
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4.寸法公差

個別仕様書に添付する系統図によるものとする。
１）幹線及び分岐線の長さは図示による。
２)分岐間の数字は分岐間隔(mm)とする。
３）幹線ケーブル長、分岐間隔及び分岐ケーブル長指示に対する寸法公差は、以下の通りとする。

＋ mm
± mm
＋ mm

5.検査

検査は、以下の項目について行います。
尚、ＬＡＮケーブルテスタを使用しての検査項目については、チャンネルの規格で行います。

6.包装

6-1　荷姿

1）本製品は、ドラム巻き又はタバ巻きとし、運搬中損傷を受けないように荷造りを施すものとする。
　 尚、ドラム巻きの場合は、吊上ジグ側を巻き終わりとする。

また、ドラム巻き又はタバ巻きする際、原則として分岐ケ－ブルは、折り返し等せず幹線ケ－ブルに
縦添えし適当な間隔にビニルテ－プ（黄色）にて仮止めしておくものとする。

2）ケーブルの端末には、ビニルキャップを取付け防滴処理を施すものとする。

6-2　包装表示

1）包装の表示は、下記の内容を表記する。

(a)品名　(b)物件名　(c)幹線番号　(d)幹線ｻｲｽﾞ及び長さ　(e)総重量
(f)製造業社名又はその略号　(g)製造年月

7.取り扱い上の注意事項

1)逓減型ブランチケーブルの布設にあたっては、ケーブルに張力・外傷を与えないように十分に
　注意し、布設をお願い致します。

2）巻付けｸﾞﾘｯﾌﾟは吊り上げを目的としたものであり、長期間の吊止め装置では
　ありませんので、速やかに各階2ｹ所程度ｻﾄﾞﾙ等で支持願います。

3)分岐間隔固定用ビニルテ－プの色は黒とし、分岐線仮固定用ビニルテ－プの色は黄色と
なっております。布設の際は、黄色テープのみ外して下さい。

4）使用するケーブルは、製造年号が混在する場合があります。

ＬＡＮ系 　特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ，ﾜｲﾔﾏｯﾌﾟ，ｹ-ﾌﾞﾙ長さ，減衰量 ，近端漏話減衰量 
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付図-1

【幹線構造・配列】
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ﾊﾞｲﾝﾄﾞ線

UTP-5e
0.5mm-4P

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰ支持線 FCPEV(Sﾅｼ)
0.65mm-2P

：電話用ケーブル（FCPEV(Sﾅｼ) 0.65mm-2P）
：ＬＡＮ用ケーブル（UTP-5e 0.5mm-4P）

※一括ｼｰｽの複合ｹｰﾌﾞﾙで
はありません。


